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●業績予想の修正について

平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 42,000 1,000 800 400 3.75

今回発表予想(Ｂ) 38,595 1,595 1,704 798 7.48

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,405 595 904 398

増減率（％） △ 8.1 59.5 113.0 99.5

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期）

34,884 △ 86 △ 203 △ 78 △ 0.74

平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 97,000 5,200 4,800 3,000 28.12

今回発表予想(Ｂ) 96,000 6,000 5,500 3,300 30.92

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,000 800 700 300

増減率（％） △ 1.0 15.4 14.6 10.0

（ご参考）前期実績
（平成22年3月期）

87,176 4,722 4,363 2,791 26.17

平成22年10月26日

記

業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年5月13日の決算発表時に公表した平成23年3月期第2四半期
累計期間（平成22年4月1日～平成22年9月30日）及び通期（平成22年4月1日～平成23年3月31日）の
業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。



平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 22,000 △ 500 0 0 0.00

今回発表予想(Ｂ) 20,809 △ 400 106 △ 65 △ 0.61

増減額(Ｂ－Ａ) △ 1,191 100 106 △ 65

増減率（％） △ 5.4 － － －

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期）

24,683 △ 240 994 568 5.33

平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 55,000 1,200 2,500 1,800 16.87

今回発表予想(Ｂ) 55,000 1,500 3,000 2,000 18.74

増減額(Ｂ－Ａ) 0 300 500 200

増減率（％） 0.0 25.0 20.0 11.1

（ご参考）前期実績
（平成22年3月期）

57,698 2,536 4,522 2,530 23.72

修正の理由

（注）上記の業績予想につきましては、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、
　　　実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。

以 上

①連結業績について
（1）第２四半期累計期間

売上高については、主に国内一般民需及び中国向けの減収により、前回発表予想値を下回る見通
しですが、営業利益、経常利益、四半期純利益については、原価低減と固定費の圧縮などにより、
前回発表予想比改善する見通しです。

（2）通期
第３四半期以降の経済情勢、市場動向には不透明な要素が残るものの、第２四半期累計期間の業

績を勘案し、前回発表予想値に比べ、売上高については下方修正を、営業利益、経常利益、当期純
利益については、更なる原価低減と固定費の圧縮などにより、上方修正をいたします。

②個別業績について
（1）第２四半期累計期間

売上高については、主に国内一般民需の減少により、前回発表予想値を下回る見通しですが、営
業利益、経常利益については、原価低減と固定費の圧縮などにより、前回発表予想比改善する見通
しです。また、四半期純利益については、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響などにより、前
回発表予想値を下回る見通しです。

（2）通期
第３四半期以降の経済情勢、市場動向には不透明な要素が残るものの、第２四半期累計期間の業

績を勘案し、前回発表予想値に比べ、営業利益、経常利益、当期純利益について、更なる原価低減
と固定費の圧縮などにより、上方修正をいたします。

③その他
配当金につきましては、当初の予定（中間配当金３円、期末配当金３円、年間６円）を変更して

おりません。


